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 情報処理の授業中に突然パソコンが動かなくなるという不具合が多く発生するようにな

りました。学校のパソコンは，多くの人が何年も使い続けているため故障することも多い

ようです。学校のパソコン実習室では，約７年経過すると新しいパソコンが導入されるそ

うです。新しいパソコンで授業を受けることができることを喜ぶ半面，正常に稼働してい

たパソコンまで捨ててしまうことに疑問を感じました。パソコンは故障して動かなくなっ

てしまった場合や，時代遅れとなり性能が低くなってしまった場合に廃棄されます。しか

し，まだ使えるはずの性能が低いだけのパソコンまで捨ててしまうのはもったいないと思

いました。 

 捨てられるパソコンがまだ十分に使えるということを証明できれば，廃棄されるパソコ

ンの量を減らすことでパソコン関連のごみを削減することができます。また，パソコンが

欲しいけれども高くて購入することができないという消費者のニーズを満たすこともでき

ます。こうした，廃棄されるパソコンを使える状態に復活させたものを本研究では，リユ

ースＰＣと呼ぶことにします。私たちは，廃棄されるパソコンをリユースＰＣとして復活

させることができれば社会の役に立つと考えました。また，ただ単にリユースＰＣとして

復活させるだけではリユースＰＣが普及しないと思いました。そこで，リユースＰＣを使

ってアプリケーションの開発という高度な作業を行い，リユースＰＣの有用性を検証する

ことを研究課題としてあげました。 

 このような疑問や背景から，本研究では２つの仮説を設定して検証していきます。１つ

目は，「費用をかけずにパソコンを復活させることができるのではないか」という仮説で

す。２つ目は，「リユースＰＣを使ってアプリケーションを開発することでリユースＰＣ

の有用性を社会にＰＲできるのではないか」という仮説です。リユースＰＣの復活方法と

有用性について検証していきます。 

 

 

 

 仮説を検証するために２つの活動を企画しました。「費用をかけずにパソコンを復活さ

せ，リユースＰＣを普及させることができるのではないか」という１つ目の仮説を検証す

るために，本研究では，実際に廃棄されようとしているパソコンを入手して，パソコンを

復活させるという活動を行います。パソコンを廃棄しようとしている民間企業からパソコ

ンを譲ってもらい，パソコンとして機能する状態に復活させるための活動を行います。ま

た，「リユースＰＣを使ってアプリケーションを開発することでリユースＰＣの有用性を

社会にＰＲできるのではないか」という２つ目の仮説を検証するために，リユースＰＣを

使ってアプリケーションを開発します。リユースＰＣの存在と有用性をより多くの人に知

ってもらうために地域や行政と連携して活動することを企画しました。 

  

１．問題提起と仮説 古いパソコンは捨てるしかないのか・・・  

 

２．企画 リユースＰＣ復活とアプリケーション開発の企画  
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（１）リユースＰＣとしての復活を目指して 

本研究のために，まず，廃棄されようとしているパソコンを入手することから始めま

した。NPO 法人 IT ジュニア育成交流協会が行っている「リユースＰＣ寄贈斡旋プログラ

ム」を通して，同プログラムに賛同している東芝情報システム株式会社から，廃棄されよ

うとしているパソコンを 11 台入手しました。この「リユースＰＣ寄贈斡旋プログラム」

は，若者にプログラミング技術の習得と向上を目指して欲しいという趣旨のもとに設立さ

れたプログラムです。このプログラムの趣旨は，リユースＰＣとして復活させるだけでな

く，その有用性を検証するためにアプリケーションを開発するという本研究の企画にも一

致していました。 

 

 

東芝情報システム株式会社からいただいたパソコンを持って記念撮影 

 

送付されてきたパソコンは，いわゆる WindowsXP マシンです。来年４月にサポート終

了となる前にリプレイス（更新）となったＰＣで，長い期間使い込まれており，キーボー

ドの塗装がはがれていたり，タッチパッドが壊れていたりしました。また，電源を入れて

もパソコンとして機能する状態にはありませんでした。８年ほど前に発売されたパソコン

であったため，性能も低く，アプリケーションの開発を行えるのか不安に思いました。 

 

リユースＰＣ       パソコンの掃除からスタート 

３．実践 企業・行政と連携してのリユースＰＣに関する活動  
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リユースＰＣとして復活させるにあたって，本研究では費用をかけないということを

条件にしました。費用をかけるくらいなら新しいパソコンを買ったほうがいいと考える人

も多いと思います。費用をかけずに復活させることがリユースＰＣ普及の第一条件である

と考えているからです。廃棄されるパソコンは性能的にも陳腐化しています。パソコンを

動かすためにはＯＳ（Operating System）というソフトウェアが必要ですが，現在発売さ

れているＯＳをインストールしてもその性能を発揮しきれない可能性が高いです。そこ

で，無料でインストールすることができるオープンソースのＯＳ「Linux」を使い，リユ

ースＰＣとして復活させました。オープンソースとは，無料で配布されており，自由に加

工や再配布できるソフトウェアのことです。しかし，快適に操作することができるとうた

われている Linux もパソコンの性能によってはうまく動かないこともあります。今回，入

手したパソコンも古く，性能も低いものばかりでした。そこで Linux の中でも特に軽量で

快適に動作する「Puppy Linux」というＯＳをインストールすることにしました。 

 

  

Puppy Linux のデスクトップ画面  Linux のインストールに奮闘 

 

Linux をパソコンに導入する方法は，雑誌を調べながら行いました。まず，リユースＰＣ

の電源ボタンを押すと英語の羅列が現れました。情報処理の授業で習った BIＯＳというも

のでした。実際に操作することは初めてだったので戸惑いましたが BIＯＳの設定を行い，

CD ドライブからＯＳのデータを読み込めるようにするなどの各種設定を行いました。CD に

記録したＯＳのデータをパソコンにコピーすることでリユースＰＣとして復活させること

ができました。インストールに成功し，新しいパソコンとして生まれ変わった姿を見たと

きは感動しました。また，普段は操作することのない BIＯＳを操作したり，LinuxＯＳをパ

ソコンにインストールする作業は，教科書では学べないことが多くあり，勉強になりまし

た。このようにリユースＰＣを情報処理教育に有効に活用することができるのではないで

しょうか。ＯＳのインストールや HDD の認識・パーティションの設定，IP アドレス等ネッ

トワークの設定など学校のパソコンでは実習できないことができることもリユースＰＣか

ら学べる魅力の一つだと思います。 

 しかし，私たちは Linux を使ったことがないため，Linux の特徴や操作方法などが分か

りませんでした。Linux についての雑誌やホームページの情報だけでは十分に理解するこ

とができなかったため，株式会社ネットマイスターの CEO 岡田賢治さんや特定非営利法人
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Linux Professional Institute Japan の井戸田和子さんに Linux の講習会を開催してい

ただきました。また，株式会社翔泳社の中村誠一さんが取材に来てくれました 

この講習会では，主に２つのことを学びました。１つ目は，Linux が社会でどのように

活用されているのかといった活用事例を学ぶことです。LinuxＯＳは，パソコンのＯＳと

してはあまり使われていないという印象を持っていましたが，実際には映画や CG などの

グラフィック分野で大きく活躍しているそうです。有名な映画「タイタニック」で船が沈

没するシーンの映像は Linux のパソコンで作成されたそうです。また，サーバ用のＯＳと

して世界中で使われているということがわかりました。 

２つ目は，Linux の操作方法です。ファイルを検索したり，変更するためにコマンドを

入力しなければいけないため，使いこなすことがとても難しいということがわかりまし

た。しかし，ほとんどのソフトウェアは，どのパソコンを使っていても操作方法は同じた

め，Linux だからと言って使いにくいということもありません。インターネットを利用し

たり，インストール済みのソフトウェアを使用することについては，他のパソコンと操作

方法が変わらないのです。つまり，操作方法が分からなくても，LinuxＯＳを敬遠するこ

とはないということです。 

 

 

講習会の様子    Linux の操作方法の解説 

 

講習会が終了したとき，私たちは今まで以上に Linux に興味を持つことができまし

た。Linux が一般ユーザにとっても実用的なＯＳであり，パソコンの操作に関しても心配

することがないということが分かったため，多くの人に利用してもらいたいという気持ち

になりました。 

 

（２）千葉市主催「オープンデータ活用アイディアコンテスト」 

 リユースＰＣの存在や有用性を社会に発進していくためには，私たちの力だけでは不十

分であると感じました。企業や行政と連携して社会に発進していくことが有効であると考

え，千葉市が主催している「ビッグデータ・オープンデータ活用アイディアコンテス

ト」に応募しました。 
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ビッグデータとは，企業や行政機関が収集しているような多種多様で膨大なデータ

のことを指します。ビックデータを分析することにより，そのデータに関する法則を分

析したり近未来の変化を予測することなどが可能です。大手通販サイト Amazon は，消費

者が気になる商品をクリックすると「この商品を買った人はこんな商品も買っています」

というように，関連する商品を表示する機能をホームページで使用しています。 

 
ビッグデータを活用した Amanzon のホームページ 

 

また，Yahoo Japan では，検索エンジンで人々が検索したキーワードをもとに景気の動向

を分析するというサービスを提供しています。内閣府が発表している景気動向指数や日本

銀行が発表している全国企業短期経済観測調査は，データを取得してから発表されるまで

約 2 か月の時間がかかります。今現在の景気を知りたいのに発表されるのは２か月前の景

気であるため，知りたい情報と発表される情報との間にずれが生じることになります。

Yahoo Japan が提供しているサービスは，検索エンジンで検索されたキーワードと景気の

関係から，現在の景気の動向を予測するサービスを提供しています。後に発表される公的

機関のデータを比べてもほぼ同じ結果を表していることから，分析の精度も高いといえま

す。このようにビックデータを活用した取り組みが盛んにおこなわれており注目を集めて

います。さらにオープンデータにも注目が集まっています。 

 

Yahoo Japan の景気動向分析のグラフ 
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オープンデータとは，行政機関などが持つ情報のうち，自由に加工・利用すること

ができるように公開されているデータのことです。福井県鯖江市では，オープンデータ

を活用した取り組みが盛んに行われています。市民に広く呼び掛けてオープンデータの活

用アイディアを募集し，アプリケーションコンテストなども開催しています。 

 

    

福井県鯖江市の市民が開発したアプリケーション「さばえぶらり」 

 

観光名所に関する情報を公開し，そのデータから観光用のアプリケーションを開発し

たり，地元のおいしい店などを紹介したりしています。公開されているデータは自由に加

工できるので，市民のアイディア次第で地域振興につながる可能性があります。 

現在，千葉市で公開されているデータは人口の推移，避難所の場所，AED の設置場所など

様々なものがあります。公開されているデータだけではなく，公開して欲しいデータとそ

のデータを活用することによって何ができるのかについてアイディアを募集しています。 

このコンテストは，市民生活の向上や新産業の創出，経済の活性化につながるアイデ

ィアを考案すること目的に開催されています。いいアイディアを考案することができれ

ば，地域社会に貢献することができます。また，アイディアコンテストの応募の量と質を

高めるために８月３日には，東京の国際大学グローバル・コミュニケーション・センター

で「文殊の知恵イベント」が開始されました。２０１３年８月１４日の読売新聞でも取り

上げられており，このアイディアコンテストに千葉市が力を入れていることや社会的にも

関心が強いことが分かります。 
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「文殊の知恵イベント」の様子 

 

コンテストに応募したアイディアをリユースＰＣを使ってアプリケーションとして実現す

ることができれば，リユースＰＣの有用性を証明することにつながります。さらに社会的

に注目されているコンテストなので，リユースＰＣの存在をＰＲすることにつながりま

す。アイディアコンテストなので鯖江市のようにアプリケーションを作成することまで求

められているわけではありません。しかし，応募したアイディアをアプリケーションとし

て実現し，アイディアの実用性も検証しました。 

 

（３）最新の開発手法「アジャイル開発」 

 アプリケーションの開発に当たり，どのような開発手法を採用すべきか，検討から始め

ました。プログラムの開発手法は，ウォーターフォールモデル，プロトタイプモデル，ス

パイラルモデルなどが考案されてきました。しかし，本研究においてはこれらの開発手法

を用いず，アジャイル開発という最新の開発手法を採用しました。アジャイル開発は，プ

ロトタイプモデルとスパイラルモデルの２つの開発手法を組み合わせた開発手法です。ア

ジャイル開発では，まず試作品をフィードバックして，顧客に試用してもらった後に評価

してもらいます。その評価を基に試作品の改良を行い，このプロセスを繰り返して完成へ

と近づけていきます。アジャイル開発は，顧客が持つ潜在的ニーズを徐々に顕在化するこ

とができるという特徴があります。試作品を試用することにより，顧客自身が気づいてい

なかったニーズに気づき，満足度の高い作品を提供することができます。アプリケーショ

ンのテーマとして「環境保全」，「防災」，「バリアフリー」に関する３つのアイディア

を考えました。このアイディアをより良いものにするためにアイディアコンテストの主催

者である，千葉市役所総務局情報経営部業務改革推進課の方々と協議会を開催し，アジャ

イル開発を実践していきました。 
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（４） 千葉市役所との協議会 

千葉市役所に電話をして，コンテストに応募しようと考えたアイディアについて協議会

を開催していただけないか申し込んだところ，快諾していただけました。 

 

  

千葉市役所に電話 

 

６月２５日に協議会を開催することになり，プレゼンテーションを行う準備を進めてい

きました。当日の協議会では，「実際に開発して市民の方に使ってもらえたら役立つ」と，

アイディアの実用性・実現性が高い点が評価されました。また，アイディアは市民参加を

千葉
市役所

千葉商業
高校

オープンデータ
活用アイディア提示

アイディア評価
フィードバック

改良・改善
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促している点もあり，好印象でした。オープンデータは，市民の知恵を集めて市民の問題

を解決する取り組みでもあります。市民参加を促すことの重要性が確認できました。一方，

現在公開されていないオープンデータで実現できるような独創性の高いアイディアも考え

て欲しいという要望がありました。公開されているアイディアに縛られていたため，発想

の枠が狭くなってしまったことが改善点としてあげられました。私たちが考えたアイディ

アと千葉市が求めているアイディアの間に差があることがわかり，改善の方向性を確認す

ることができました。 

 

 

千葉市役所での協議会の様子 

 

協議会終了後，千葉市役所の方々からいただいた評価をもとにさらにブレーンストーミ

ングを行い，マインドマップに書き出し，アプリケーションのアイディアを練り直して行

きました。「防災」に関するアイディアは，実際に災害が発生した時に活用される可能性

が低く，現実的ではないと考え，テーマから外しました。そして，高校生らしい視点から

街づくりを支えていこうと「観光」を新たなテーマに設定し直し，アプリケーションの開

発に着手していきました。 

 

 

ブレーンストーミングとマインドマップによりアイディアを再考 
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（５）アプリケーション開発による実践 

リユースＰＣの有用性を検証するためにオープンデータを活用したアプリケーションを

３つ開発しました。テーマは「環境保全」，「観光」，「バリアフリー」です。 

 

各アプリケーションは，オープンデータと GoogleMap を活用した点が共通しています。

また，ワープロソフトやメモ帳のようなフリーソフトを使用して，HTML5 や JavaScript と

いう言語，技術でプログラムを記述しました。特別なソフトウェアは一切使用していませ

ん。さらにパソコンだけでなく，スマートフォンやタブレット端末で利用することも可能

です。誰でもどこでも利用できることを目指してアプリケーションの開発に取り組みまし

た。 

 

① 「環境保全」をテーマにしたアプリケーション 

まず，１つ目のアプリケーションのテーマは，「環境保全」です。千葉市に限ったこと

ではありませんが，街を歩いていると公園や路上にごみが捨てられていることがあります。

千葉市の熊谷市長も路上喫煙・ポイ捨て防止キャンペーンを行うなど，環境保全やごみの

削減に特に力を入れています。千葉市では，焼却ごみ量を２つの清掃工場で処理できる，

25 万 4 千トンまで削減することを目標としています。図１は，ごみの量に関するオープン

データから作成した，千葉市のごみの総量の推移を表した図です。 

 

 

図１ 千葉市が公開しているオープンデータより作成 

環境
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近似曲線は右下がりとなっており，相関係数もマイナスを示しているため，ごみの総量

は減少傾向にあるといえます。これは，千葉市が取り組んでいるごみ袋の有料化，分別の

呼びかけ，リサイクルに関する取組みの結果が表れているのではないかと感じしています。

しかし，町を歩いていると路上に落ちているごみは少なくありません。ごみの総量が減っ

ていたとしてもポイ捨てが多くなっているのであれば望ましい社会とはいえません。ごみ

のポイ捨てや路上喫煙を防止・予防することは重要なことであると考えられます。そこで，

ごみのポイ捨てや路上喫煙などを改善・防止するためのサポートを目的としたアプリケー

ションを作成しました。 

開発したアプリケーションは，ごみが捨てられている場所を地図上に表示し，どのくら

いのごみが自分の住む町に捨てられているのかが視覚的にわかるようにするものです。 

利用者は，ごみが捨てられている場所を発見したとき，スマートフォンについているカ

メラでごみの様子を撮影します。撮影した写真にコメントを添付して保存ボタンを押すと

地図上にごみの情報が写真付きで表示される仕組みです。ごみが捨てられていてもすぐに

拾うことができない場合もあるため，ごみが捨てられている場所などの情報を記録して共

有すれば，ボランティアなどを通してごみを回収することができます。写真を使うことに

より，文字だけでは説明しきれない正確な位置まで知らせることができます。ごみを回収

したときには表示されている情報を削除します。つまり，マップ上に表示されるごみの写

真が多ければ多いほどそれだけ自分の町が汚れているということを表します。地図上のご

みの写真が少なくなるように活動していくことが重要になります。 
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 しかし，ごみが捨てられていてもごみ箱の場所が分からなければ捨てに行こうという気

持ちも薄れてしまいます。そこで，ごみの情報を共有するだけでなく，ごみ箱の場所を表

示することでごみを発見した人がすぐに対処できるように支援する機能を付加しました。

表示されるごみ箱の場所の情報は，自治体が設置しているごみ箱の情報のみです。コンビ

ニエンスストアやスーパーなどに備え付けられているごみ箱は，企業の協力がなければ外

部から持ち込まれたごみは捨てることができません。ごみを捨てられる場所を増やすとい

う問題は市役所で対応してもらう必要がありますが，現時点では公園のごみ箱など市民が

比較的自由に使えるごみ箱を表示しました。利用者には，ごみの情報を報告するだけでな

く，そのごみをどこに捨てることができるのか，という次の行動につなげて欲しいです。 

更にごみの問題の中でも私たちが注目したのは，たばこのごみの問題です。アプリケー

ションには喫煙所の場所を表示する機能もあります。たばこのごみは，匂いも強く，雨な

どに濡れて分解するとさらに多くのごみになるなど人々に不快感を与えます。たばこは分

煙や禁煙が浸透しつつありますが，逆に喫煙所が見当たらない場合は路上などで喫煙する

人が多くなっているという印象を受けます。マナーが悪い喫煙者は灰皿が見当たらない場

合はポイ捨てする人もいるでしょう。たばこのポイ捨てを予防するために喫煙所を表示す

る機能を設けました。これは未成年者である私たちから，喫煙者に対して「喫煙のマナー

を守り，ポイ捨てをしないで欲しい」というメッセージでもあります。また，行政も路上

喫煙の対策を行っています。千葉駅や稲毛駅，蘇我駅，海浜幕張駅周辺では，「路上喫煙

等・ポイ捨て取締り地区」を設置しています。地区でポイ捨て・路上喫煙取締区域を表示

する機能をつけることで路上喫煙に対する意識を高めてもらいたいです。 

 

 

 

「路上喫煙等・ポイ捨て取締り地区」を表示した画面 
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区域内では巡視員も巡回しており，条例を守ってもらうように取り組んでいるそうで

す。巡視員の方々は，主に警察の OB に協力してもらっているということですが，こうした

取り組みにも税金が使われています。市民が公共マナーを守り，路上喫煙・ポイ捨てをし

なくなれば，税金をもっと有効に活用できると思います。環境や経済のことを考えるとご

み問題に対する意識も変わっていくのではないでしょうか。 

これらのアプリケーションの機能は，ごみの多い場所が分かるだけでなく，誰でもご

みに関する情報を投稿し，共有できることが特徴です。また，発見したごみをどこに捨て

ればいいのかを支援するためにごみ箱の設置場所を表示し，たばこのごみを出さないで欲

しいという思いから喫煙所を表示するなどの対策も盛り込んであります。報告するだけで

はなく，対処や予防の機能を付加することで実用的なアプリケーションを目指しました。

キーワードは「市民参加型」という点にあります。行政がごみ問題を解決してくれるだ

ろうという受け身の姿勢では問題は解決しません。市民の問題は市民が解決していくとい

う強い気持ちが問題解決に不可欠であると考えています。そして，市民が参加して，この

アプリケーションの地図上にごみの写真がなくなり，アプリケーション自体が必要ない社

会になって欲しいと願っています。 

 

②  「観光」をテーマにしたアプリケーション 

 ２つ目のアプリケーションのテーマは「観光」です。千葉市の人口は年々増加しており，

平成２５年３月には９６万人を超えました。平成２０年と比べると２万人以上増加してい

ます。人口が増加するということは生産・流通・消費といった経済活動に携わる人が増え，

地域経済が活性化しているといえます。一方，新たに千葉市民となった人が多くいるとい

うことは千葉市のことをあまり知らない人が増えていると捉えることができます。せっか

く千葉市民となったからには，千葉市の魅力を多くの人に知ってもらいたいです。 

 

 

千葉市が公開しているオープンデータより作成 

 

千葉市をさらに活性化させるためには，多くの人に千葉市の魅力をアピールする必要が

あります。東京ディズニーリゾートや東京スカイツリーなど世界的に注目される観光施設

は千葉市にはありませんが，千葉公園やポートタワーなど地域の魅力はたくさんあります。
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また，環境対策のアプリケーションとも関連しますが，ごみのないきれいな街をつくると

いうのは千葉市の魅力をアピールする上での前提条件です。きれいな街にすることができ

たならば，是非多くの人に千葉市を訪れて欲しいと思います。 

 

千葉市の魅力 

 

 

 図２は，千葉市が実施した「千葉県の観光・レジャーに関して，不満を感じることや改

善したほうがよいと思うことはありますか。」というアンケートの結果です。「魅力的な

観光スポットが不足している」という質問に対して 40％の人がそう思うと答えました。千

葉市の観光施設自体は多く存在しているのですが，それでも魅力的な観光スポットが不足

しているという結果で出ました。その原因は「ＰＲが不足している」という点にあると考

えられます。 

図２ 「千葉市が実施した観光に関するアンケート結果」（抜粋） 

千葉市ホームページより抜粋（平成 24 年度第１回インターネットアンケート調査結果） 

 

そこで私たちは，この「ＰＲが不足している」という問題と「魅力的な観光スポットが

不足している」という問題に注目し，これらを改善できるようなアプリケーションを開発

することにしました。 

千葉公園 千葉市動物園 ポートタワー

幕張メッセ ＱＶＣマリンフィールドサブカルチャー

千葉市の魅力
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このアプリケーションには，大きく分けて２つの機能があります。１つ目の機能は，地

図に表示されたアイコンをクリックすることで観光施設の情報を見ることができる機能で

す。観光施設の住所や電話番号，施設の写真，営業時間などの情報が表示されます。写真

は，公園や動物園など四季に合わせて変化するような施設については季節ごとの写真を掲

載しました。また，イベントに関する情報も掲載しました。千葉市に住む人も観光客にも

千葉市の魅力を知ってもらうことができます。 

 

 

 

アイコンをクリックして，観光施設を表示した画面 

 

２つ目は，おすすめの観光コースを提案する機能です。有名な観光施設から，普段行く

機会の少ない観光施設まで様々なものが登録されています。コースは，現在位置から効率

的に各名所を回れるようにルートも表示されます。 

 

 

おすすめルートを表示した画面 
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観光コースを回る際には，利用者の交通手段に合わせたルートが表示されます。また，

コースの観光施設一覧と目的地までの距離，所要時間などの詳細情報も表示されます。利

用者には効率的な観光を楽しんでもらいたいです。 

このアプリケーションは，以下の３つの効果を狙いとして開発しました。 

まず１つ目は地域活性化です。観光施設を紹介するということは，その観光施設だけで

なく，周辺のホテルやレストランなども集客を見込むことができます。結果として人の流

れが多くなり，人と人との交流が増え地域振興につながると考えます。 

２つ目は効率的な観光です。ルート検索と目的地までの時間を正確に詳しく知ることに

よってスケジュールを立てやすくしました。高齢者の方々は，徒歩では観光がしづらいと

思います。そのため車や自転車，徒歩など，様々な移動手段ごとにルートを決められるよ

うにしました。ルート案内の機能により，目的地まで迷うことなくスムーズに行くことが

できます。 

３つ目はイベント来場者の増加です。千葉市で行われているイベントを紹介することに

よって，千葉市民に限らず，県外からの来場者の増加が見込まれると考えます。 

これら 3 つの機能を駆使することによって「ＰＲ不足」を改善し，千葉市の観光を通

して地域振興につなげることができます。このアプリケーションを利用することにより県

内外の方々に千葉市の魅力を知ってもらい，体験してもらいたいです。 

 

③  「バリアフリー」をテーマにしたアプリケーション 

 観光客の中には高齢者や障害者の方も含まれています。近年日本の高齢化率は上昇し続

けており，平成２３年１０月の時点で 23.3％に達しています。高齢化率は人口に占める

65 歳以上の人口の割合を表しますが，21％を超えた社会を超高齢社会と定義していま

す。超高齢社会となった日本では，約 4 人に１人が 65 歳以上ということになります。今

後も高齢化率は上昇の一途をたどると予測されています。 

 

内閣府 『平成 23 年度高齢白書』より 

 

そのため，観光客を誘致するうえでも高齢者や障害者に配慮したサービスを提供する

ことが重要であると考えられます。しかし，千葉市内にある建物や施設を見てみるとバリ

高齢化率将来推計の比較
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アフリーの環境が十分に整備されていない場所あると感じます。特に車椅子を利用してい

る人にとって危険と思われるような場所が目立つと感じます。道路側に傾斜している歩道

や道幅の狭い歩道，自転車が道をふさいでいる場所など，健常者から見ても危険だと思う

ような場所が多くあります。車椅子を利用している人や盲目の人は，実際に不便な思いや

危険な体験をしているでしょう。私たちが気付く危険な場所は，体の不自由な人が感じて

いることのほんの一部に過ぎないのかもしれません。誰もが訪れやすい街・住みやすい街

にするためには，街の不便な場所・危険な場所に関する情報を共有し，発信していける仕

組みが必要であると考えました。あらかじめバリアフリー設備についての情報などを手に

入れることができれば，現地に行ってから設備が不十分で困るという事態を避けることが

できます。そこで，３つ目のアプリケーションのテーマを「バリアフリー」として設定

しました。 

このアプリケーションには主に３つの機能があります。１つ目の機能は，マップ上に多

目的（障害者用）トイレを表示する機能です。バリアフリーに対応したトイレはどこにで

もあるわけではないため，障害者にとって重要な情報です。また，障害者がトイレを利用

した際，トイレの位置が高すぎたり，手洗い場が使いにくかったりすることがあります。

障害者がトイレを使ってみてどのように感じたかという情報を共有することができれば，

利用者が不便を感じることも解消されると思います。そこで，このアプリケーションには

トイレを利用した際の感想を投稿する機能も設置しました。 

 

 

 

 

トレイを利用した感想を投稿する画面 

 

２つ目は，トイレまでの道のりを表示する機能です。現在位置から目的のトイレまでの

道のりを案内することができます。多目的トイレの場所が少ないということは，場所がわ

からない場合も多くなるということを考慮しました。 
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多目的トイレまでのルートを表示した画面 

 

３つ目は，車椅子利用者が危ないと思う場所をアイコンで表示する機能です。障害者が

危険だと感じる場所を共有することで事故を防止することができます。写真で地図の場所

を確認できるようにストリートビューの機能も付いています。実際にその場所に行かなく

でもどこが危険なのかがわかるようになっています。 

 

 

 

危ないマークとストリートビューを表示した画面 
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これらの機能は，車椅子利用者やお年寄りの方が簡単に利用できるようにするために

ワンタッチで操作できるようにしました。このアプリケーションがあれば障害者の方々に

とって危険な場所，困る場所を確認できるようになり，危険が少ないルートが検索できま

す。また，多目的トイレの場所を表示する機能により，少しはトイレのことについて安心

して観光を楽しむことができるようになると思います。障害者を支援するアプリケーショ

ンによって，バリアフリー設備が整っていなくても障害者が安心して生活できる街づくり

に貢献したいです。 

本研究で開発した３つのアプリケーションは，高校生の視点から地域社会に貢献し，

千葉市をより良い街にしたいという想いから作成しました。私たちの千葉市に対する想い

が原動力となり，地域の問題を解決して，千葉市がもっといい街になってほしいです。 

 

人口が多く，関東の中でも大都市いわれる千葉市は，社会問題となっていることも多

いです。しかし，人口が多いということは，それだけ市民が持っている力も強いというこ

とです。社会問題を解決するために少しでもこのアプリケーションが役立つことを願って

います。 

 

（６） アプリケーションを開発の広報活動 

 

 リユースPCを提供してくれた東芝情報システム株式会社が，本研究に関する取り組みを

出版社に伝えてくれたことで，広報活動が順調に進みました。６月２１日にＩＴ・エレク

トロニクス関係の専門雑誌Ｉ/Ｏの記者３名が「是非，研究内容に関して話を聞かせてほ

しい」と取材に来てくれました。 

 

高校生の視点から
地域貢献をしたい

千葉市を
もっといい街に

地域の
問題を解決
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取材を受けている様子 

 

 アプリケーションの開発途中の取材だったため，完成品をお見せすることはできません

でした。しかし，「環境保全」に関するアプリケーションの試作品を実際にスマートフォ

ンで操作していただき「リユースPCでアプリケーション開発までできるとは想像もしてい

なかった」といった感想をいただきました。また，「観光」や「バリアフリー」に関して

は，アイディアや作成中の機能について説明し，「アプリケーションの実用性と有用性が

高い」という評価を受けました。 

 この取材は，私たちが取材をお願いしたわけではなく，出版社の方から取材を申し込ん

でいただきました。リユースPCやオープンデータを活用したアプリケーション開発が，社

会では高い注目を集めていることが実証できました。 

 さらに，リユースＰＣに関する活動全体の外部評価をいただこうと，９月４日に千葉市

役所と協議会を開催します。活動全体のまとめとして，本研究に関する私たちの活動がリ

ユースＰＣの存在を社会にＰＲすることが出来ていたのか，客観的に評価をいただき，リ

ユースＰＣを社会に普及させていくためには，今後どのように活動していくことが望まし

いのかを協議していきたいと思います。 

 

 

 

 本研究では，２つの仮説を立て検証しました。１つ目は，「費用をかけずにパソコン

を復活させることがでるのではないか」という仮説です。廃棄されるパソコンを入手

し，リユースＰＣとして復活させる試みを通して仮説を検証してきました。リユースＰＣ

は，オープンソースのＯＳ「Linux」をインストールすることで，無料で復活させること

ができるということを実証できました。１つ目の仮説は正しかったと結論付けられます。 

パソコンの性能に合わせて Linux の種類を選択する必要がありますが，１０年近く前

に発売された低性能なパソコンでも快適に操作できることから，十分に活用することがで

きることが検証できました。パソコンの利用者には，パソコンを廃棄する前にリユースＰ

Ｃとして活用することを考えてみるということも検討することを提案し対と思います。 

 ２つ目は，「リユースＰＣを使ってアプリケーションを開発することでリユースＰＣ

の有用性を社会にＰＲできるのではないか」という仮説です。リユースＰＣでアプリケ

４．検証 リユースＰＣの復活と有用性に関する検証結果  
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ーションを開発することができたため，その有用性を実証することができました。また，

リユースＰＣを使ってアプリケーションを開発するという独創性の高い活動が東芝情報シ

ステム株式会社から広がり，工学社という出版社から取材の依頼をいただくことが出来ま

した。さらに株式会社ネットマイスターが開催してくれた Linux に関する講習会では，株

式会社翔泳社の方が取材に来てくれるなど，社会的注目が高かったと言えます。以上のこ

とから，アプリケーション開発に関する活動を通して，リユースＰＣの存在や有用性を社

会にＰＲすることができるということが実証できました。２つ目の仮説も正しかったと結

論付けられます。 

  

 

  

 本研究で検証・解決しきれなかった課題を挙げ，今後の研究に生かしていきたいと思い

ます。 

 まず，費用をかけずにリユースＰＣとして復活させるために Linux をインストールする

必要がありますが，インストールするための操作についてはある程度パソコンの知識が要

求されるということが問題点として挙げられます。パソコンを初めて使うという人にとっ

ては，Linux を自分でインストールしてリユースＰＣとして復活させるという作業は困難

を伴う場合があります。Linux のインストール方法を紹介しているホームページや雑誌も

ありますが，まったくの初心者を対象としているわけではありません。リユースＰＣを普

及させるためには，誰でも簡単にインストールできるようなサポートや仕組みが必要にな

ります。リユースＰＣを作成することを勧めるホームページや活動が不足しているという

点が１つ目の課題です。 

 ２つ目の課題は，開発したアプリケーションを一般のユーザに使用してもらい改善する

機会を作ることができなかったことです。アプリケーションのアイディアの段階では，千

葉市役所と連携して考察を重ねることができました。しかし，完成したアプリケーション

を千葉市民の方々に使っていただき，評価を得て，改善をするという点が十分に実施でき

ませんでした。また，千葉市役所との本研究に関する外部評価の協議会が９月４日に実施

されるため，この報告書にその結果を記載することができませんでした。アジャイル開発

の特徴である改善を繰り返し，満足のいく作品を作るということを実現するために，今

後，リーフレットの配布や実演での紹介を行うなど，多くの人に利用していただくための

活動を計画していきます。 

 更に今後の展望として，リユースＰＣを学校の各教室に導入し，生徒が自由にインター

ネットを閲覧できる環境を整備することを学校に提案していこうと思います。スマートフ

ォンが普及しているとはいえ，パソコンでしかできないこともあります。商業高校の生徒

として，多くの生徒が情報機器に触れる機会を得られるように願っています。 

また，リユースＰＣとして使えるようにするための作業は，情報教育の一環として高

い効果があると思います。学校の授業などで自習を行うことができれば，実践的な知識を

養うことができると感じました。 

 

 

５．今後の課題と提案 
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本研究では行政・地域・企業・学校が連携して活動することができたことが一つの大き

な成果でした。行政や企業だけで解決できない問題も学校や地域などと連携することで解

決する可能性が高まるということが改めて実証できました。本研究の仮説は，企業がリユ

ースＰＣを提供したり，Linux に関する講習会を開催したりしてくれなければできません

でした。ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility：企業の社会的責任）の一環として

本研究に協力してくれた企業に謝意を表したいと思います。また，リユースＰＣを活用し

て行政と地域が抱える問題を解決するために活動するということもリユースＰＣの有用性

を検証する上で重要でした。 

 

各主体が連携して社会問題に取り組み，社会がより良い方向に進んでいってほしいと思

います。 

  

企業地域

学校

行政
・オープンデータの提供
・アイディアコンテストの開催
・協議会の開催

・地域の問題を地域で解決
・アイディアコンテストへ参加

・リユースＰＣの提供
・講習会の開催
・ＣＳＲ（社会的責任）

・リユースPCの有用性検証
・アプリケーション開発
・企業・行政・地域の橋渡し

６．研究を終えて  
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